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西
日
本
イ
ン
カ
レ
決
勝

1

主な記事 contents
（
１
面
） 

西
日
本
イ
ン
カ
レ
決
勝
出
場
決
定
他

（
２
面
） 

教
育
懇
談
会
他

（
３
面
） 

大
樟
会
だ
よ
り

（
４
、５
面
） 

Z
E
M
I
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ

（
６
面
） 

Ｆ
Ｄ
通
信
他

（
７
面
） 

客
員
教
授
講
演
会
他

（
８
面
） 

17
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
１
部
・
午
後
の
第
２
部
で

力
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
あ
っ
た
。

小谷融ゼミ

難波孝志ゼミ

　

開
会
前
に
本
学
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ

れ
、
式
典
で
は
物
故
会
員
へ

の
黙
祷
、
学
歌
斉
唱
の
後
、

７
月
に
着
任
し
た
佐
藤
武
司

新
理
事
長
が
登
壇
。「
１８
歳
人

口
の
減
少
に
よ
り
各
大
学
が

学
生
獲
得
の
施
策
を
打
つ
な

か
、
大
学
と
同
窓
会
が
一
体

と
な
る
べ
き
時
期
を
迎
え
て

い
る
。
皆
さ
ん
の
力
を
借
り

　

本
学
か
ら
は
１１
月
１
日

（
土
）の
Z
E
M
I

-

1
グ
ラ

ン
プ
リ
で
入
賞
し
た
、
中
村

健
二
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｊ
Ｉ
」「
チ
ー
ム
中
村
Ｃ

班
」、
德
永
光
俊
ゼ
ミ
の
「
德

ち
ゃ
ん
ず
」
の
３
チ
ー
ム
が

出
場
。
西
日
本
地
区（
中
部
・

関
西
・
中
国
・
四
国
・
九

州
）の
大
学
か
ら
参
加
し
た
６４

チ
ー
ム
が
、
Ａ
〜
Ｆ
の
６
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
午
前
の

当日は、大学祭も開催していますので、学生たちの模擬店や新しくなっ
たキャンパスをご覧いただきながら、恩師、旧友、在学生そして母校と
の絆を深めていただきたいと思います。大阪経済大学にお越しください。

　

平
成
２６
年
度 

大
阪
経
済
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
・
大
樟
会
総
会
や
ゼ
ミ
同
窓
会
な
ど
が
１１
月
３
日

（
月
・
祝
）午
前
１１
時
か
ら
、
Ｄ
館
４１
教
室
・
８０
周
年
記

念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
西
日
本
イ
ン
カ
レ
２
０
１
４（
予
選
会
）が
１１
月

１６
日（
日
）午
前
１０
時
２０
分
か
ら
、
本
学
の
Ｄ
館
４
〜
５

階
で
開
催
さ
れ
た
。

次回ホームカミングデー開催のご案内

11月１日㊐
2015年

審査員からも高評価

な
が
ら
、
小
さ
な
積
み
重
ね

に
よ
る
改
革
に
取
り
組
み
、

大
経
大
を
変
え
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
続
く
德

永
光
俊
学
長
は
、
本
学
体
育

会
系
ク
ラ
ブ
の
活
躍
や
ゼ
ミ

活
動
の
成
果
な
ど
を
紹
介
し
、

「
学
生
た
ち
の
努
力
が
結
果
と

な
っ
て
現
れ
て
き
て
お
り
、

大
経
大
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い

る
。
就
職
支
援
の
取
り
組
み

も
社
会
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
本
学
独
自
の
理
念
で

あ
る
『
道
理
は
天
地
を
貫
く
』

と
い
う
言
葉
を
学
生
た
ち
が

考
え
る
大
学
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
、
教
育
の
現
状
や

指
針
を
語
っ
た
。
田
村
正
晴

新
大
樟
会
会
長
は
「
今
後
、

入
学
式
・
卒
業
式
と
同
様
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
位
置

づ
け
て
い
き
た
い
。
大
学
間

競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
、
大

学
と
同
窓
会
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

そ
し
て
勝
田
泰
久
前
理
事

長
を
は
じ
め
と
す
る
９
名
に
、

本
学
や
同
窓
会
の
発
展
に
尽

力
し
た
功
績
に
よ
り
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
大

門
壽
郎
氏（
前
北
摂
支
部
長
）

が
「
大
経
大
と
大
樟
会
が
一

層
発
展
し
、
新
し
い
大
学
像

を
創
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

祈
念
す
る
」
と
謝
辞
を
述
べ

た
。

　

式
典
後
の
講
演
で
は
、
本

学
の
家
近
良
樹
教
授（
経
済
学

部
）が
、「
歴
史
研
究
を
通
じ

て
最
近
考
え
る
こ
と
」
の
テ

ー
マ
で
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
話
を
展
開
。
専
門
と
す
る

幕
末
維
新
史
を
独
自
の
視
点

で
分
析
し
な
が
ら
、
歴
史
研

究
の
奥
深
さ
・
面
白
さ
を
ア

ピ
ー
ル
。
歴
史
教
育
を
「
人

材
で
は
な
く
人
物
を
育
て
る

重光美恵ゼミ

德永光俊ゼミ

山本恒人ゼミ

草薙信照ゼミ

北村實ゼミ

人間科学部

ホームカミングデー開催 西
日
本
イ
ン
カ
レ
２
０
１
４

つながり深めて 向上へ大学力

德ちゃんず〈德永ゼミ〉

チームKENJI〈中村ゼミ〉

チ
ー
ム
中
村
C
班

出
場
決
定
!!

チーム中村C班〈中村ゼミ〉

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
開
会
式
で

は
、
審
査
員
の
紹
介
の
後
、
予

選
参
加
者
へ
の
注
意
事
項
、
審

査
基
準
な
ど
が
示
さ
れ
た
後
に

続
い
て
各
大
学
の
チ
ー
ム
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
第
１
部
の
「
チ
ー

ム
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
の
発
表
テ

ー
マ
は
「
学
生
に
よ
る
農
家

の
た
め
の
６
次
産
業
化
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
学
農
』
の

提
案
」。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
後
、
審
査
員
か
ら
「
農
業

支
援
は
重
要
課
題
で
あ
り
楽

し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
」

「
学
生
の
立
場
で
の
農
業
支
援

策
は
面
白
い
と
感
じ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
持
続
可
能
性
」「
農

業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
」
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
第
２
部
の

「
チ
ー
ム
中
村
Ｃ
班
」
の
発
表

テ
ー
マ
は
「
節
約
デ
キ
ス
パ

ー
ト
の
提
案
〜
近
隣
ス
ー
パ

ー
の
価
格
比
較
ア
プ
リ
〜
」。

審
査
員
か
ら
「
よ
く
考
え
ら

れ
た
発
表
だ
っ
た
」「
構
想
の

シ
ス
テ
ム
も
素
晴
ら
し
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、「
情
報

が
漏
洩
す
る
可
能
性
は
？
」

「
価
格
だ
け
で
な
く
付
加
価
値

も
大
事
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
そ
し

て
Ｆ
ブ
ロ
ッ
ク
第
２
部
の
「
德

ち
ゃ
ん
ず
」
の
発
表
テ
ー
マ

は
「
注
染（
ち
ゅ
う
せ
ん
）に

見
る
伝
統
と
革
新
〜
堺
に
根

づ
く
職
人
の
技
〜
」。
審
査
員

か
ら
「
私
と
価
値
観
を
共
有

し
て
い
る
」「
当
社
の
社
員
に

聞
か
せ
た
い
内
容
だ
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、「
新

製
品
の
持
続
的
な
売
れ
行
き

は
？
」「
新
事
業
を
軌
道
に
乗

せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
？
」

な
ど
の
質
問
に
答
え
た
。

　

こ
の
予
選
会
の
審
査
結
果

は
１１
月
１８
日（
火
）、
各
チ
ー

ム
に
メ
ー
ル
で
通
知
さ
れ
、

本
学
か
ら
は
「
チ
ー
ム
中
村

Ｃ
班
」
の
本
選
出
場
が
決
定
。

１２
月
１４
日（
日
）、
本
学
で
開

催
さ
れ
る
本
選
で
、
西
日
本

地
区
１２
チ
ー
ム
が
競
う
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
と
に
役
立
つ
」
と
位
置
づ

け
、「
日
本
は
今
後
、
本
当
の

意
味
の
豊
か
さ
、
小
さ
な
国

と
し
て
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

　

式
典
後
は
、
Ｄ
館
８
階
・

８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
移
動

し
、
親
睦
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ

れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
北
村

實
理
事
が
「
同
窓
会
と
一
体

で
歩
む
大
学
と
い
う
考
え
を

実
践
し
て
い
き
た
い
。
今
後

と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
理
事

長
・
德
永
学
長
・
田
村
会
長

が
、
揃
い
の
法
被
姿
で
鏡
開

き
。
乾
杯
の
後
、
立
食
に
よ

る
歓
談
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

途
中
、
本
学
卒
業
生
で
プ
ロ

マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ジ
ョ
ン
道
阪

氏
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
も
披
露

さ
れ
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
締
め
く
く
り
は
恒
例

と
な
っ
た
、
有
志
に
よ
る
学

歌
と
逍
遥
歌
、
万
歳
三
唱
。

最
後
に
小
林
真
人
副
会
長
が

「
来
年
も
元
気
で
お
会
い
で
き

ま
す
よ
う
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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と
わ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

留
学
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
カ
ト
大
学

に
留
学
し
た
安
達
海
さ
ん
が

「
多
く
の
友
だ
ち
が
で
き
、
英

語
力
が
向
上
し
て
自
分
に
自

信
を
持
て
た
。
様
々
な
視
点

で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

就
活
や
人
生
に
生
か
せ
る
経

験
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
防
げ
た
。

や
り
が
い
あ
る
仕
事
を
探
す

の
で
は
な
く
、
や
り
が
い
は

働
い
て
見
つ
け
る
も
の
だ
と

思
っ
た
」
と
報
告
。
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
中
村
健

二
ゼ
ミ
の
桐
原
怜
央
さ
ん
が

「
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
成
長

で
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に

会
っ
て
刺
激
を
う
け
、
視
野

が
広
が
っ
た
。
全
力
で
取
り

組
め
ば
結
果
が
付
い
て
く
る

日
が
充
実
し
て
い
た
。
目
標

や
志
望
分
野
を
見
つ
け
る
機

会
に
な
る
と
思
う
」
と
話
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
信
用
金
庫
で
実

習
し
た
原
田
万
彦
さ
ん
が

「
業
界
知
識
が
深
ま
り
、
就
職

ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

本
学
の
学
生
は
、
ア
ジ
ア
の

学
生
と
伍
し
て
働
け
る
語
学

力
と
、
経
済
・
経
営
の
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
。
就
職
に
つ
い
て
は
景

気
の
回
復
が
見
ら
れ
、
４
年

間
き
ち
ん
と
学
び
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
し
、
語
学
力
を

身
に
付
け
れ
ば
心
配
は
な
い
。

本
学
は
無
駄
の
な
い
運
営
で

財
政
的
に
も
安
定
し
て
お
り
、

保
護
者
に
多
大
な
負
担
を
か

け
る
こ
と
も
な
い
」
と
、
本

学
の
状
況
を
説
明
し
、
今
後

の
方
向
性
を
示
し
た
。

　

続
い
て
德
永
光
俊
学
長
が
、

本
学
の
授
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
志
願
者

数
の
推
移
、
ゼ
ミ
や
課
外
活

動
の
所
属
率
、
卒
業
率
な
ど

の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、

め
ざ
す
教
育
に
つ
い
て
説
明
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
、

き
め
細
か
い
教
育
の
成
果
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
参
加
者
が
増
え
地
域
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
就
職
に
お
い
て
も
、

人
事
が
選
ぶ
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
「
就
職
支
援
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
大
学
／
日
本

経
済
新
聞
」
で
全
国
６
位
に

選
ば
れ
た
こ
と
も
紹
介
し
、

「
ゼ
ミ
の
大
経
大
・
マ
ナ
ー

の
大
経
大
・
就
職
の
大
経
大

を
推
進
し
、
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
２
０
３
２
年
に

向
け
て
、
経
済
・
経
営
系
大

学
と
し
て
Ｎ
ｏ
．１
を
め
ざ

し
た
い
。『
そ
っ
と
手
を
添

え
、
じ
っ
と
待
つ
』
教
育
で
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
日
本
社
会
を
担
う
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
語
っ
た
。

リ
ア
ル
な
声
を
伝
え

保
護
者
の
関
心
を
高
め
る

第27回
教育懇談会

池本竣亮さん中倉佐織さん

造田浩輔さん

桐原怜央さん

原田万彦さん

安達海さん

2014年度大阪経済大学 卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします。
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、大学院経済学研究科、
 大学院人間科学研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2015年3月14日（土）10：00～（入場は9：30～）

対象学部：経営学部、経営情報学部、大学院経営学研究科、
 大学院経営情報研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2015年3月14日（土）13：00～（入場は12：30～）

午
前
の
部

午
後
の
部

お
問
い
合
わ
せ

大阪経済大学　総務部　電話（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。車でのご来場はご遠慮く
ださい。

● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へお入りいただけないことも
あります。あらかじめご了承ください。　なお、同館3階の教室におい
て、式典の模様を同時放映いたします。

　

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

ま
ず
全
体
懇
談
が
Ｄ
館
１
階

ホ
ー
ル
で
午
前
１０
時
に
ス
タ

ー
ト
。
本
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
演
奏
に
よ
る
「
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
の
後
、

壇
上
に
並
ぶ
大
学
関
係
者
を

紹
介
し
た
。
勝
田
泰
久
理
事

長
は
あ
い
さ
つ
で
、
少
子
化

大阪
2015年6月20日（土）

会場：大阪経済大学

高松
2015年6月27日（土）

会場：ＪＲホテルクレメント高松

岡山
2015年6月28日（日）

会場：岡山プラザホテル

京都
2015年7月11日（土）

会場：ホテルグランヴィア京都

※詳細な案内は2015年5月頃の発送を予定しております。

　

第
２７
回
教
育
懇
談
会
が
、
６
月
２２
日（
日
）の
大
阪
会
場（
本
学
・
大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
皮
切
り
に
、
高
松
会
場
・
岡
山
会
場
・
姫
路
会
場
・
鳥
取
会
場
・
京
都
会
場
の
６
会

場
で
開
催
さ
れ
、
計
７
１
７
名
の
保
護
者
が
来
場
し
た
。

が
進
み
、
私
立
大
学
の
半
数

近
く
が
定
員
割
れ
す
る
な
か
、

本
学
は
定
員
の
約
１０
倍
も
の

受
験
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
。「
し
か
し
今
後
は
受
験
生

の
選
択
肢
が
さ
ら
に
広
が
る

た
め
、
高
校
生
が
入
学
し
た

い
と
思
う
よ
う
な
特
色
を
作

る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
グ
ロ

●
体
験
し
て
得
た
こ
と
と
は

　
「
学
生
体
験
談
」
で
は
、
Ｃ

Ｂ
Ｓ
文
化
放
送
局
の
竹
上
慎

太
郎
さ
ん
、
松
田
啓
太
さ
ん

が
司
会
を
務
め
た
。
体
育
会

系
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
一
人
暮

ら
し
の
経
験
に
つ
い
て
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の
池
本

竣
亮
さ
ん
が
、「
全
国
大
会
出

場
の
目
標
を
掲
げ
夢
を
果
た

し
た
。
成
し
遂
げ
た
充
実
感

と
達
成
感
は
人
生
の
大
き
な

財
産
。
一
人
暮
ら
し
は
自
分

を
成
長
さ
せ
る
良
い
機
会
」

と
話
し
た
。
ま
た
、
文
化
系

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

吹
奏
楽
総
部
部
長
の
中
倉
佐

織
さ
ん
が
、「
大
学
の
授
業
に

付
い
て
い
け
る
か
心
配
だ
っ

た
が
、
母
に
背
中
を
押
さ
れ

た
。
吹
奏
楽
の
ク
ラ
ブ
活
動

は
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、

み
ん
な
で
一
つ
の
音
楽
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
楽
し
い
」

と
話
し
た
。
資
格
取
得
に
つ

い
て
は
、
簿
記
２
級
に
合
格

し
た
造
田
浩
輔
さ
ん
が
「
資

格
講
座
の
受
講
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
意
識
が
芽
生
え
、
毎

●
数
々
の
就
職
イ
ベ
ン
ト

　

午
後
１
時
か
ら
は
「
就
職

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
」
が
行
わ

れ
、
資
格
講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ラ
ン

ナ
ー
が
就
活
に
お
け
る
資
格

の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
。

「
企
業
が
求
め
る
の
は
即
戦
力

で
は
な
く
、
一
生
懸
命
に
働

く
人
材
。
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
熱
意
と
自
己
管
理

能
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」

と
話
し
、
必
要
な
資
格
の
種

類
や
資
格
取
得
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
を
提
示
し
た
。

　

続
い
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
担

当
教
員
の
中
島
美
佐
穂
准
教

授（
人
間
科
学
部
）が
講
演
し
、

「
就
職
に
関
し
て
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が

関
西
は
楽
観
で
き
な
い
。
企

業
が
求
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
主
体
性
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど
を
高
め

る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
科
目
を

積
極
的
に
履
修
し
て
ほ
し
い
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
「
就
職
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
」

で
は
、
本
学
・
進
路
支
援
部

長
が
就
職
支
援
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
後
、
卒
業
生
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
就
職
活
動
を
ふ
り
か
え
り
、

後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
で
、

登
壇
し
た
の
は
、
松
本
侑
大

さ
ん
、
野
村
大
樹
さ
ん
、
金

沢
康
平
さ
ん（
２
０
１
３
年
経

済
学
部
卒
）、
津
國
成
実
さ
ん

（
２
０
１
１
年
経
営
情
報
学
部

卒
）、
松
原
夏
奈
さ
ん（
２
０

１
４
年
経
営
学
部
卒
）の
５

名
。
内
定
を
得
る
ま
で
の
苦

労
話
や
、
就
活
に
役
だ
っ
た

こ
と
、
就
活
時
の
家
族
と
の

関
わ
り
、
就
活
を
経
て
学
ん

だ
こ
と
な
ど
経
験
談
を
語
り
、

自
己
分
析
や
就
職
課
の
積
極

的
な
利
用
の
重
要
性
な
ど
を

訴
え
た
。
こ
の
他
、
事
前
に

申
し
込
み
の
あ
っ
た
「
就
職

懇
談
」
や
「
成
績
懇
談
」
が

Ｂ
館
１
・
４
階
で
、「
学
生

生
活
相
談
」
が
Ｊ
館
１
階
で

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
本
学
茶
道
部
に
よ
る

点
出
し
と
邦
楽
演
奏
が
Ｃ
館

１
階
で
あ
っ
た
。

教育懇談会開催の
お知らせ

2015年度

以下の日程を予定しております。
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　平成26年6月22日に第30回支部総
会が開催され、植田前支部長から第

9代支部長としてバトンを引き継ぎました。支部が発足
し30年間、活動行事は変わらずに継続しています。年
2回行なわれるハイキングとゴルフ、そしてボウリング、
読書会、麻雀にカラオケなど体力の維持・向上と頭脳
の活性化に取り組んでいます。
　総会で講演していただいた豊中市社協永井会長のお
話しでは、40歳以上の「引きこもり」の方が多くおら
れるとのことでしたが、大樟会会員の皆様には、是非
とも当支部行事にご参加をお待ち申し上げています。ま
た、特に印象深いお話は『若い人達には、今ひとつ考
えて物事をしていけ（生計）、貯金はしておけ（急に起こ
る貧困）。いざとなったらお金だ。病気は、一番不幸
で、幸せは何と言っても健康』とのことでした。今後、
良き活動は継続し、会員の発案・発想もしっかり受け
止めた活動を展開してまいる所存です。本部役員をは
じめ皆様のご支援、ご 撻、ご協力の程、よろしくお
願い申し上げます。

　平成26年11月5日神戸支部役員会
において下土井康晴支部長の後任に

指名されました正岡健二でございます。
　神戸支部の皆様には社会、大学等に多大なご功績を
残されている方々がいらっしゃるなかで、ご指名を受け
責任の大きさに戸惑いを感じております。下土井支部
長より度々ご指名を受けながら、お断りをしておりまし
た。私ごときが神戸支部をさらに進化させることには
全く自信がございません。役員の方々はじめ会員の皆
様の支える力が必要です。
　折しも平成27年は阪神・淡路大震災から20年が経
ちます。このような節目のときに支部長をお引き受けす
るのも何かのご縁かと思います。大阪経済大学に学ん
だ学徒のひとりとして、生きる勇気と知恵を与えていた
だいた諸先生方、先輩諸氏さらには思いを受け継いで
いる後輩たちに感謝をしつつ、魅力ある神戸支部の運
営に微力ながら尽くす所存です。今後とも皆様のご指
導、ご 撻をよろしくお願いします。

　当地域永年の懸案でありました支部
設立を、平成26年11月16日開催の総
会で実現することができました。阪神地
域では最後発となります。川西・川辺
地区は地域の中心駅・川西能勢口駅か
ら上新庄駅まで40分足らずと、交通の
利便性もよく、思いのほか卒業生が多
く、新支部参加案内状は660名を数え、
29名の参加を得て発足しました。
　今後、さらに参加者を増やすべく工
夫を重ねながら安定的な活動を目指し
たいと思います。今後の活動については、

「つながる大経大」として発展している
我が母校と大樟会が、如何に連携・協
調していけるのか、また我々の日々の生
き甲斐にどう繋げていくのか、課題は山
積していると思います。
　しかし、「之を知るものは之を好むも
のに如かず、之を好むものは之を楽し
むものに如かず」の言葉もありますよう
に、如何に楽しむか、実学の大経大生
時を思い出しながら、元気にスクラムを
組んで歩みたいと思っています。ご支援
よろしくお願いいたします。

　

会
場
で
は
、
総
会
開
催
に

先
立
ち
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
１

８
人
が
力
強
い
調
べ
の
合
唱

を
披
露
。
石
橋
佳
世
子
さ
ん

卒
業
生
の
絆
の
よ
り
一
層
の
強
化
と

大
学
・
大
樟
会
一
体
で
学
生
支
援
を

　

秋
の
好
天
の
も
と
大
樟
祭
が
賑
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
、

平
成
２６
年
１１
月
３
日（
月
・
祝
）、
午
前
１１
時
か
ら
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
・
大
樟
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
２
０
１
３
年
９
月
に
竣

工
し
た
ば
か
り
の
Ｄ
館
を
会
場
と
し
、
こ
の
ほ
ど
新
た
に
就
任
さ
れ
た

佐
藤
武
司
理
事
長（
前
大
樟
会
会
長
）、
德
永
光
俊
学
長
、
新
体
制
と
な

っ
た
大
樟
会
の
田
村
正
晴
新
会
長
ほ
か
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
５
４
名

の
同
窓
生
ら
が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
次
い
で
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ
り
、
そ
の
後
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
午
後
は
同
館

８
階
の
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
交
流
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
参
加
者
が

歓
談
の
時
を
過
ご
し
旧
交
を
温
め
た
。

（
６５
回
卒
）と
𠮷
仲
美
智
子
さ

ん（
６８
回
卒
）の
司
会
に
よ
っ

て
開
会
が
告
げ
ら
れ
た
。

　

学
歌
斉
唱
後
、
学
校
法
人

大
阪
経
済
大
学
の
佐
藤
武
司

新
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
勝
田
泰
久
前
理
事
長
か

ら
ご
指
名
を
受
け
、
今
回
の

就
任
と
な
っ
た
。
２
０
１
８

年
か
ら
１８
歳
人
口
が
大
幅
に

減
少
す
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ

は
大
学
経
営
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
近

年
の
若
者
は
「
草
食
系
」
が

多
い
と
い
わ
れ
る
が
、
本
学

で
は
「
骨
太
」
と
呼
ば
れ
る

人
材
、
社
会
で
役
立
つ
人
材

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

　

８０
周
年
記
念
事
業
に
よ
り

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
内
容
の
整
備
に
入

る
。
ゴ
ミ
の
な
い
キ
ャ
ン
パ

ス
、
挨
拶
の
奨
励
な
ど
、
小

さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

確
実
に
、
改
革
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
、
大
樟
会
の
皆
さ

ん
の
お
知
恵
を
借
り
、
改
革

の
ノ
ロ
シ
を
上
げ
た
い
。
大

学
を
訪
れ
る
機
会
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
に
な

っ
た
大
樟
会
事
務
室
、
そ
し

て
開
か
れ
た
理
事
長
室
を
訪

ね
て
ほ
し
い
」
と
支
援
や
助

言
を
求
め
、
交
流
を
呼
び
か

け
た
。

　

次
に
德
永
学
長
が
壇
上
に

立
ち
、
前
日
に
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
た
全
日
本
大
学
駅
伝
へ

の
３
年
連
続
出
場
、
弓
道
部

女
子
の
全
国
選
抜
大
会
で
の

団
体
優
勝
な
ど
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を
紹

介
。
ま
た
、
情
報
社
会
学
科

の
中
村
健
二
ゼ
ミ
が
日
刊
工

業
新
聞
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
関
西
地
区
優
勝
を
果
た
し

た
こ
と
、
日
本
経
済
新
聞
の

「
人
事
が
選
ぶ
就
職
支
援
に
熱

心
な
大
学
」
全
国
６
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と
な
ど
を

伝
え
た
。

　

そ
の
上
で
「
学
生
た
ち
は

各
分
野
で
『
Ｎ
ｏ
．１
』
を

目
指
し
て
い
る
。『
ゼ
ミ
の
大

経
大
、
マ
ナ
ー
の
大
経
大
、

就
職
の
大
経
大
』
も
実
現
し

つ
つ
あ
る
。
時
代
の
転
換
期

と
い
え
る
今
、
学
生
た
ち
は
、

日
本
文
化
に
根
ざ
し
た
内
面

的
・
文
化
的
価
値
を
模
索

し
、
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
て

用
い
、
世
界
に
発
信
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
初
代
学

長
・
黒
正
巌
博
士
の
言
葉

『
道
理
は
天
地
を
貫
く
』
の

「
道
理
」
と
は
何
か
を
考
え
る

力
を
持
つ
学
生
の
育
成
、
そ

れ
が
我
々
の
教
育
の
王
道
で

あ
り
、
生
き
残
る
道
だ
と
考

え
る
」
と
力
を
込
め
た
。

　

続
い
て
、
田
村
会
長
が

「
こ
の
ほ
ど
、
卒
業
生
総
数
が

９
万
人
を
超
え
、
１０
万
人
時

代
も
目
前
に
迫
っ
た
。
そ
の

『
つ
な
が
り
』
を
ど
う
強
化
す

る
か
が
我
々
、
ま
た
大
学
に

と
っ
て
も
課
題
に
な
っ
て
く

る
。
大
樟
会
総
会
の
軒
下
を

借
り
て
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
を
入

学
式
・
卒
業
式
に
次
ぐ
３
本

目
の
矢
、
軒
下
で
は
な
く
母

屋
と
し
て
位
置
付
け
て
ほ
し

未
来
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

新
体
制
が
発
足
！

い
」
と
熱
心
に
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
あ
と
、
永
年
に
わ
た

っ
て
母
校
や
同
窓
会
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
、
こ
の
た
び

退
任
さ
れ
た
９
名（
別
掲
）に
、

田
村
会
長
か
ら
感
謝
状
・
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。
恒
例
の

記
念
講
演
は
、
経
済
学
部
家

近
良
樹
教
授
に
よ
り
、「
歴
史

研
究
を
通
じ
て
最
近
考
え
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行

わ
れ
た
。

　

午
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
は

𠮷
仲
さ
ん
と
竹
中
亨
大
樟
会

事
務
局
長
が
司
会
を
務
め
、

経
営
学
部
北
村
實
教
授
が

「
大
学
と
同
窓
会
は
一
体
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
開
会

の
こ
と
ば
を
述
べ
て
ス
タ
ー

ト
。「
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か
け
声

と
共
に
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、

池
田
正
勝
北
海
道
支
部
長
の

音
頭
で
乾
杯
、
会
場
は
晴
れ

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

穏
や
か
な
談
笑
が
響
く
な
か
、

卒
業
生
で
プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
活
躍
す
る
ジ
ョ

ン
・
道
阪
さ
ん（
本
名
道
阪

友
裕
・
７６
回
卒
）が
ト
ラ
ン

プ
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
使
っ

て
奇
術
を
披
露
。
卒
業
生
で
、

元
応
援
団
副
団
長
の
福
田
敏

裕
さ
ん（
37
回
卒
）の
演
舞
と

共
に
学
歌
・
逍
遥
歌
を
唱
和

し
、
山
本
隆
造
大
樟
体
育
会

会
長
の
リ
ー
ド
で
万
歳
三
唱
。

小
林
真
人
副
会
長
が
「
来
年

も
元
気
で
再
会
し
よ
う
」
と

誓
い
、
閉
会
し
た
。

華やかに開催平成26年度
ホームカミングデー・大樟会総会

勝田泰久氏 前本学理事長
佐藤武司氏 前大樟会会長
大門壽郎氏 前北摂支部長
齋　貞文氏 前大樟会常務理事
植村祐三氏 前大樟会監事
野﨑邦男氏 前高知支部長
下垣恒彦氏 前大樟体育会会長
梶村貞男氏 前大樟会常務理事
大谷忠久氏 前大樟会常務理事

新 任 の ご あ い さ つ

支部長　田中功一
昭和51年卒（42回）

支部長　正岡健二
昭和45年卒（36回）

「つながる力と心」を旨とし、大切に。 震災から20年の節目、魅力ある神戸支部に

● 

感
謝
状
贈
呈
者 

●

　皆様にはいつも税理士大樟会
を支えていただきましてありがと

うございます。この度、第23回定期総会の役員
改選におきまして、2期4年にわたり、会長として
税理士大樟会の発展にご尽力いただいた三木泰
会長の退任に伴い、新会長を拝命することになり
ました。なにぶん浅学菲才な私ではございます
が、精一杯、税理士大樟会の発展に努力する所
存でございますので、皆様のご支援ご協力の程宜
しくお願いいたします。
　さて、税理士大樟会は歴代会長のご尽力のも
と、着実に発展し、近畿税理士会においても先輩
諸氏のご活躍により広く認知されてきました。私
は税理士大樟会で、多くの皆様と心温まる交流を
させていただき大変嬉しく思っています。会長就
任にあたり、研鑽と親睦をメインに税理士大樟会
の活性化、組織の充実、そして会員増強を重点
施策とし、同窓の良さを活かした明るく親しみの
ある組織を目指したいと思っています。また、同
窓会の一団体として、微力ながら同窓会発展のた
めに努力する所存でございますので、皆様、なお
一層のご指導ご 撻のほどよろしくお願いします。

会長　檜垣典仁
昭和47年卒（38回）

明るく親しみのある組織を
目指したい

税理士大樟会

　平成26年10月、3代目大樟体育会
会長に選出されました。前身は平成13

年2月に設立されました体育会連絡協議会で、 島初
代会長の下、加藤、薮田、佐藤の各氏が副会長に就任
されました。
　強化7クラブから発展し、現在、大樟体育会では強化
14クラブ、活性化21クラブとなりました。今、大樟体
育会に期待されるのはスポーツを通じて社会に貢献でき
る「人財」の輩出です。そのためには
１ 挨拶、礼儀、作法の指導の励行
２ 学業とスポーツ活動に専心できる環境づくり（補講
の実施、巡回バス、合宿施設、食事付クラブ学生
寮施設、等）

３ 最強化クラブにおける監督、コーチの本学直接雇
用の適用

　学生部（スポーツ文化振興室）、体育会本部、大樟体
育会が一丸となって、この三項目を実現すれば経大プラ
イドを持った学生を社会へ送り出せると考えます。日頃、
ボランティアで指導していただいている各クラブのOB、
OGの方々に心から感謝を申し上げます。
　大樟会の皆様には季節柄、くれぐれもご自愛の程お願
いいたしまして、私のご挨拶とさせていただきます。

会長　山本隆造
昭和46年卒（37回）

スポーツを通じて
社会が求める「人財」づくりを

大樟体育会

　このたび、大樟会岐阜支部長
に任命されました山根一男です。

岐阜支部におきましては、長く休眠状態でありま
したが、2年前に前支部長の浅野四郎様（35回）の
ご尽力により再スタートいたしました。私はその時
からの参加で、副支部長として会の運営にあたっ
てきましたが、今年の夏に浅野様は体調を崩され
急逝されました。突然のことで言葉もなくしてしま
いましたが、彼の支部再興への情熱を是が非でも
引き継いでいかねばという思いでおります。
　岐阜県には把握されているだけで200名からの
同窓生がおります。私は卒業後、㈱千趣会に就
職し、物流センターがあった可児市に転勤になっ
たことから岐阜に縁ができましたので、同窓生の
中にも知り合いは一人もいませんでした。その後、
会社を辞め可児市議会議員(4期目）となって今日
があります。同窓会に参加するようになって、た
とえ同じ時期に学んだ者ではなくとも、4年間同
じ門をくぐった仲というだけで、世代を超えてつ
ながる喜びがあることを知りました。ぜひ、この
喜びの輪を岐阜県でもっともっと広めていきたい
と思います。

支部長　山根一男
昭和55年卒（46回）

前支部長の遺志を継いで、
岐阜支部を盛りあげます

岐阜支部

豊中支部

支部長　竹本 勇　昭和44年卒（35回）

阪神地域の新支部、29名の参加で発足
母校との連携・協調し、元気にスクラム

川西・川辺支部
神戸支部

　明石支部では、同窓会会長と明
石支部長を兼務されておられた佐

藤武司氏が大学の理事長就任ということで、支部の
メンバーから新しい支部長を選ばなければならなく
なり、この非力な私に白羽の矢が飛んで参りました。
　人間は、お世話になるばかりの（仏教用語で）所
化から、お世話をさせていただく能化の道を選ばせ
ていただくことも大切であると、ある先輩から教わ
りました。これからの超高齢化社会に向かって、東
京一極集中の日本経済から関西経済の活性化や、
地方の再生に向けて、佐藤理事長が提唱されてお
られる骨太で、時代の変化に柔軟に対応する能力
を備え、また、德永学長が発信されておられる文
武両道の経大生を目ざしていただきたいと、同窓生
の一人として望んでおります。
　新しい学舎、すばらしい教授陣やスタッフの方々、
そして女子学生も増えて何か明るく温かい雰囲気
を、先日40年振りにホームカミングデー・大樟会
総会に参加させていただき感じました。また、明石
支部のこれからの課題は、支部の会員を増強する
ことと考えております。今後もご指導の程、よろし
くお願いいたします。

支部長　池上照夫
昭和49年卒（40回）

骨太で文武両道の経大生を望む

明石支部

新支部
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準
決
勝
は
Ａ
〜
Ｆ
の
６
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

た
。
山
本
俊
一
郎
ゼ
ミ
「
は

て
に
ゃ
ん
ウ
ォ
ッ
チ
」
は

「
は
て
に
ゃ
ん
ク
エ
ス
ト 

限

界
集
落
に
挑
め
」
の
テ
ー
マ

で
小
豆
島
・
三
都
半
島
で
調

査
を
行
い
、
あ
る
も
の
探
し

に
よ
る
町
お
こ
し
の
新
た
な

手
段
を
提
案
。
坂
本
優
一

郎
・
鈴
木
隆
芳
ゼ
ミ
「
う
ふ

ふ
フ
ェ
ア
リ
ー
ず
」
は
「
資

本
主
義
の
こ
れ
か
ら
〜
日
本

の
場
合
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、

経
済
力
を
も
っ
て
支
配
す
る

覇
権
国
家
が
永
続
し
な
い
要

因
を
分
析
し
、
日
本
の
進
む

べ
き
方
向
を
模
索
し
た
。
ま

た
尾
身
祐
介
ゼ
ミ
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
」
は
「
女
性
の
社
会
進

　

午
後
５
時
か
ら
決
勝
の
結

果
発
表
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

２
０
１
４
年
度
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
１
位
は
中

村
健
二
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
が
、
２
位
は
德
永

光
俊
ゼ
ミ
「
德
ち
ゃ
ん
ず
」

が
、
３
位
は
中
村
健
二
ゼ
ミ

「
チ
ー
ム
中
村
Ｃ
班
」
が
獲
得

し
た
。
閉
会
式
で
は
德
永
学

長
が
「
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。
大
経
大
の
学

生
の
力
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

運
営
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
頑

「
チ
ー
ム
K
E
N
J
I
」が
優
勝

　

Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
準
決
勝
・
決
勝
が
１１

月
１
日（
土
）、
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
Ｄ
館
４
〜
７
階

で
行
わ
れ
た
。
開
会
式
で
は
実
行
委
員
長
の
赤
澤
弘

基
さ
ん（
経
営
学
部
３
年
）が
「
待
ち
に
待
っ
た
準
決

勝
・
決
勝
の
日
。
最
多
と
な
る
５７
チ
ー
ム
に
よ
る
予

選
か
ら
１８
チ
ー
ム
が
進
出
し
激
戦
が
予
想
さ
れ
る
。

私
た
ち
も
予
選
よ
り
さ
ら
に
気
合
い
を
入
れ
て
運
営

し
て
い
く
。
ご
健
闘
を
！
」
と
開
会
宣
言
。
昨
年
の

優
勝
チ
ー
ム
・
江
島
ゼ
ミ
「
Ｏ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
」
か
ら
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
さ
れ
、
德
永
光
俊
学
長
が
「
全

て
の
チ
ー
ム
に
優
勝
の
可
能
性
が
あ
る
。
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

中
村
健
二
ゼ
ミ

農
家
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

18
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で

プ
レ
ゼ
ン
発
表
！

レ
ベ
ル
の
高
い
発
表

学
生
ス
タ
ッ
フ
も
活
躍

ん
ず
」
は
「
注
染
に
見
る
伝

統
と
革
新
〜
堺
に
根
づ
く
職

人
の
技
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

堺
市
の
伝
統
産
業
・
注
染
の

現
状
を
調
査
し
、
伝
統
を
基

に
革
新
を
生
み
出
し
発
信
す

る
重
要
性
を
強
調
。
田
村
俊

之
ゼ
ミ
「
ふ
る
さ
と
元
気
に

し
隊
」
は
「
ふ
る
さ
と
の
未

来
を
元
気
に
！
〜
地
域
産
業

創
出
に
よ
る
中
山
間
地
域
の

活
性
化
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
の
中
山
間
地
域
に
着
目

し
て
京
都
府
京
丹
波
町
を
調

査
し
、
そ
の
成
功
事
例
か
ら

地
域
産
業
創
出
に
よ
る
中
山

間
地
域
の
活
性
化
を
提
案
。

中
村
健
二
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
Ｋ

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
は
「
学
生
に
よ

る
農
家
の
た
め
の
６
次
産
業

化
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
学

農
』
の
提
案
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
の
農
家
の
現
状
を
打
破

す
る
た
め
、
学
生
が
農
家
の

新
規
事
業
計
画
を
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
案
し
た
。

出
」
の
テ
ー
マ
で
、
現
在
の

成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る

女
性
活
用
に
注
目
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
企
業
の
取
り

組
み
を
分
析
し
た
う
え
で
、

さ
ら
な
る
女
性
活
用
の
推
進

を
訴
え
た
。
そ
し
て
18
チ
ー

ム
に
よ
る
発
表
の
終
了
後
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
上
位
１
チ

ー
ム
が
選
出
さ
れ
、
中
村
健

二
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ

Ｉ
」、
田
村
俊
之
ゼ
ミ
「
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
」、
横
内
恵
ゼ
ミ

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
レ
ン
ジ
ャ
イ
」、
德

永
光
俊
ゼ
ミ
「
德
ち
ゃ
ん

ず
」、
田
村
俊
之
ゼ
ミ
「
ふ
る

さ
と
元
気
に
し
隊
」、
中
村
健

二
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
中
村
Ｃ
班
」

の
６
チ
ー
ム
が
決
勝
に
進
出

し
た
。

張
っ
て
い
た
。
み
ん
な
の
力

を
一
つ
に
し
て
ゼ
ミ
の
大
経

大
を
実
現
し
て
い
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
学
生
た
ち
の

健
闘
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
ま
た

閉
会
式
に
続
く
懇
親
会
で
は

審
査
員
の
代
表
が
「
予
選
か

ら
決
勝
ま
で
皆
さ
ん
の
レ
ベ

ル
が
高
く
、
殆
ど
差
は
無
か

っ
た
。
こ
の
経
験
を
学
業
や

部
活
、
就
職
活
動
な
ど
に
生

か
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
。

会
場
に
集
ま
っ
た
関
係
者
全

員
で
乾
杯
し
た
。

みんなの力を一つにして
ゼミの大経大を実現!!

　

昼
休
み
を
は
さ
ん
だ
午
後

１
時
３０
分
に
ス
タ
ー
ト
し
た

決
勝
で
は
、
横
内
恵
ゼ
ミ

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
レ
ン
ジ
ャ
イ
」
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
〜

エ
コ
シ
テ
ィ
の
環
〜
」
の
テ

ー
マ
で
、
環
境
モ
デ
ル
都
市

で
あ
る
堺
市
の
レ
ン
タ
ル
サ

イ
ク
ル
事
業
の
現
状
と
課
題
、

可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
。

田
村
俊
之
ゼ
ミ
の
「
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
は
「
水
素
社
会

へ
の
第
一
歩
」
の
テ
ー
マ
で

燃
料
電
池
車
に
つ
い
て
調
査

し
、
実
用
性
と
安
全
性
の
ア

ピ
ー
ル
が
水
素
社
会
推
進
の

第
一
歩
に
な
る
と
ア
ピ
ー
ル
。

中
村
健
二
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム

中
村
Ｃ
班
」
は
「
節
約
デ
キ

ス
パ
ー
ト
の
提
案
〜
近
隣
ス

ー
パ
ー
の
価
格
比
較
ア
プ
リ

〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
チ
ラ
シ
を
変
更
し

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信
で
き

る
ア
プ
リ
を
提
案
し
た
。
ま

た
德
永
光
俊
ゼ
ミ
「
德
ち
ゃ

学
生
ら
し
い
視
点
で
社
会
問
題
に

独
自
の
提
案
で
望
ん
だ
決
勝

ふるさと
元気にし

隊

〈田村ゼ
ミ〉ECOレ

ンジャイ

〈横内ゼ
ミ〉はてにゃ

んウォッ
チ

〈山本ゼ
ミ〉ナポレオ

ン
〈尾身ゼ

ミ〉

第2位

德ちゃん
ず

第3位

チーム中
村C班

懇談会の様子

笑
顔
を
浮
か
べ
る
実
行
委
員
会

あいさつする
德永学長

決勝の発表を熱心に聞く審査員たち

 ●「注染に見る伝統と革新
～堺に根づく職人の技～」

 地場産業の事例として、堺
市の伝統産業である「注染」
の現状や、伝統に個性を付
加した新製品などを現地調
査。ローカルに基づく革新
をグローバルに発信してい
く重要性を強調した。

●「節約デキスパートの提案
～近隣スーパーの
　　　　 価格比較アプリ～」

 スーパーが利用しているネッ
トチラシに着目。ニーズに応
じてチラシを変更しリアルタ
イムに配信でき、さらに最安
値検索機能や家計簿機能など
も備えたアプリを提案した。

水素エネ
ルギー

〈田村ゼ
ミ〉うふふフ

ェアリー
ず

〈坂本・
鈴木ゼミ

〉

●「学生による農家のための
6次産業化支援プロジェクト
　　　　　　 『学農』の提案」

 高齢化・所得低下といった日本
の農家の現状を打破するため、
6次産業化をキーワードとした解
決策として、学生が農家の新規
事業計画を支援するビジネスプ
ランを提案した。

第1位

チームK
ENJI

準
決
勝
進
出
チ
ー
ム

決
勝
進
出
チ
ー
ム
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本
学
・
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
設

立
１０
周
年
記
念
の
学
生
企
画
と
し
て
実
施

さ
れ
、
経
済
学
部
・
本
村
光
江
ゼ
ミ
で

「
動
物
福
祉
」
に
つ
い
て
学
ぶ
３
回
生
が
、

動
物
愛
護
週
間（
９
月
２０
日
〜
２６
日
）に
合

わ
せ
て
企
画
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
の
は
３
回
生
の
今
井
康

太
さ
ん
。「
日
本
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
現
状

を
学
び
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
た
」
と
企
画
趣
旨
を
説
明
。
続

い
て
ゼ
ミ
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
日
本
に
お
け
る
イ
ヌ
や
ネ

コ
の
殺
処
分
の
現
状
と
原
因
、
一
般
市
民

に
で
き
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
飼
う
こ
と
、
捨
て
ら
れ
た

ペ
ッ
ト
の
里
親
に
な
る
こ
と
、
野
良
猫
に

不
用
意
に
エ
サ
を
与
え
な
い
こ
と
の
重
要

性
な
ど
を
訴
え
、「
こ
の
企
画
が
多
く
の
イ

ヌ
や
ネ
コ
の
命
を
救
う
役
に
立
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
動
物
福
祉
を
考
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
の
上
映
会
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
、
９
月
２２
日（
月
）午
後
３
時
か
ら
Ｄ
館

１
階
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日

本
で
年
間
２０
万
匹
近
く
の
イ
ヌ
や
ネ
コ
が

処
分
さ
れ
て
い
る
現
状
を
知
り
、
ヒ
ト
と

ペ
ッ
ト
の
幸
せ
を
考
え
よ
う
と
い
う
催
し
。

　

続
い
て
、
無
責
任
な
飼
い
方
や
飼
育
放

棄
の
現
状
と
、
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
の
命

を
救
お
う
と
奮
闘
す
る
人
々
の
活
動
な
ど

を
紹
介
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
犬
と
猫
と
人
間
と（
監
督
／
飯
田
基
晴
）」

を
上
映
。
人
と
共
に
生
き
る
ペ
ッ
ト
の
命

に
つ
い
て
考
え
た
。

　

上
映
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

動
物
保
護
の
活
動
を
続
け
る
女
優
の
杉
本

彩
さ
ん
と
、
ペ
ッ
ト
関
連
の
訴
訟
を
多
く

手
が
け
る
弁
護
士
・
細
川
敦
史
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、

日
本
の
動
物
行
政
の
課
題
な
ど
に
も
言
及
。

動
物
愛
護
法
や
動
物
の
習
性
・
飼
育
方
法

Ｆ
Ｄ
通
信

以上の日程で開催しました。今後も継続していく予定です。

●学生座談会

2014年8月17日（月）17:00～18:00

「あなたのホンネを聞かせてください！
～大学の授業をより良くするために～」

　

情
報
社
会
学
部
の
中
村
健

二
准
教
授
を
講
師
に
お
招
き

し
、
ど
の
よ
う
に
ゼ
ミ
を
運

教員採用状況 教員採用選考試験合格者
2014.12.2現在

　今年度、実施されました公立学
校の教員採用試験結果をお知らせ
します。
　2010年から始まった教員採用
試験プログラム。3年生の秋から
筆答試験の講座を受講し、人物重
視の自治体対策として、人物対策
講座（集団面接、個人面接、模擬授
業等）で磨き、また大樟教育研究会
の先生方からも指導を受け、力を

つけてきた受験者たち。
　このプログラムも5年目を迎え、
当初の目標、2ケタ合格が達成さ
れました。現役合格者も5年連続
出ています。更に今年は、保健体
育で現役合格が初めて出ました。
小学校も小学校プログラムをはじ
めて3年連続合格しています。す
ばらしい成績にエールを送ってあ
げてください。

卒業年月 学部学科 氏名 採用自治体 校種／教科

2015年3月卒業予定 経済学部経済学科 久保　卓也 和歌山県 小学校

2015年3月卒業予定 人間科学部人間科学科 馬場　奎太 東京都 中高／保健体育

2014年3月卒業 経済学部経済学科 岡田　直人 大阪府 小学校

2014年3月卒業 経済学部経済学科 島津　裕行 堺市 小学校

2014年3月卒業 経営情報学部ファイナンス学科 坂口　和哉 大阪府 高校／国語

2014年3月卒業 経営情報学部ファイナンス学科 高岡　周平 大阪府 小学校

2014年3月卒業 人間科学部人間科学科 中村　和輝 兵庫県 中学／社会

2013年3月卒業 経済学部経済学科 藤川　泰輔 兵庫県・神奈川県 高校／情報

2012年3月卒業 経済学部経済学科 島田　一樹 大阪市 小学校

2012年3月卒業 経済学部地域政策学科 荻野　直人 兵庫県 中学／社会

2012年3月卒業 人間科学部人間科学科 宮本　拓真 大阪市 小学校

2012年3月卒業 人間科学部人間科学科 三島健太郎 堺市 小学校

2011年3月卒業 経済学部経済学科 岸田　一等 京都府 高校／地理歴史

2011年3月卒業 人間科学部人間科学科 長谷川侑都 神戸市 中学／保健体育

2009年3月卒業 経営学部第１部経営学科 山本　慎也 奈良県 高校／商業

2009年3月卒業 経営情報学部ファイナンス学科 中川　敬司 大阪府 高校／国語

2008年3月卒業 経済学部経済学科 奥山　良太 大阪府 中学／保健体育

1997年3月卒業 経済学部経済学科 大久保　諭 大阪府 高校／地理歴史（世界史）

平
成
27（
2
0
1
5
）年
度

教
員
採
用
選
考
試
験
結
果

声声声
現役合格者の

kyosyoku@osaka-ue.ac.jp
教職課程事務室

卒業されてから教員採用試験に合格された方は下記までご連絡ください。

※大学に報告のあった方のみ掲載。

動物福祉を考えるドキュメンタリー映画の
上映会とトークセッション 開催

ペ
ッ
ト
と
幸
せ
に

暮
ら
す
た
め
の
環
境
と
は

トークセッションをする杉本さんと細川さん

学生研究発表の様子

上映会の様子

営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
さ

に
「
ゼ
ミ
活
性
化
の
〝
ヒ
ケ

ツ
〞」
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
学
の
先
生
方
と
事

務
職
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

中
村
先
生
の
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、

西
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
大
学
対
抗
戦
に
お
い
て
、

関
関
同
立
や
難
関
国
立
大
学

の
ゼ
ミ
生
ら
を
抑
え
て
優
勝

し
た
り
、
本
学
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
も
毎
年
の

よ
う
に
入
賞
し
今
年
は
１
位

と
３
位
を
受
賞
す
る
な
ど
、

輝
か
し
い
実
績
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

中
村
先
生
は
ゼ
ミ
の
目
的

と
し
て
、
就
職
活
動
に
成
功

す
る
た
め
の
実
績
を
付
け
る

こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
、『
一

生
懸
命
に
勉
強
す
る
の
が
当

然
』
と
い
う
雰
囲
気
・
常
識

を
育
て
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
ん
な
中
村
ゼ
ミ
は
情
報
社

会
学
部
の
学
生
た
ち
の
あ
い

だ
で
「
厳
し
い
ゼ
ミ
」
と
し

て
定
評
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
中
村
先
生
は
、
①
ゼ

ミ
主
体
の
生
活
に
な
る
と
い

う
覚
悟
を
学
生
ら
に
も
た
せ
、

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
身
に
付
け

さ
せ
、
さ
ら
に
③
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
賞
を

取
る
た
め
に
厳
し
い
課
題
に

を
熟
知
し
動
物
虐
待
を
取
り
締
ま
る
「
ア

ニ
マ
ル
ポ
リ
ス
」
の
必
要
性
や
、
一
部
の

自
治
体
で
始
ま
っ
て
い
る
ア
ニ
マ
ル
ポ
リ

ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
動
物
虐
待
事
案
等
専

用
相
談
電
話
）な
ど
の
取
り
組
み
に
も
触
れ

て
、
飼
育
放
棄
を
防
ぐ
た
め
の
法
改
正
や

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
。
一
般
市
民
や
本
学
学
生
を
含
む
聴

講
者
が
、
人
と
動
物
の
未
来
に
つ
い
て
思

い
を
巡
ら
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

ゼミ活性化の
“ヒケツ”

第22回全学FDフォーラム

2014年10月24日（金）開催
講師 中村健二准教授　情報社会学部

メール窓口

● 人間科学部経済学科
 久保 卓也
 和歌山県／小学校

　大学生活を送る中での最
大の目標だった教員採用試験
に無事合格することができて
とてもうれしい。自分は本当
に周りの環境に恵まれている
と思う。大学の採用試験に向
けたサポート体制が充実して
いたことや同じ教師を目指す
頼もしい友達がいてくれたか
らこそ合格することができた。
残りの大学生活で、今だから
こそできることに取り組み、
来年の4月に向けてしっかり
準備していきたい。

● 人間科学部人間科学科
 馬場 奎太
 東京都／中高保健体育

　大経大初の保健体育現役
合格することができてすごく
嬉しい。こうして合格できた
のも、親しい友人と互いに高
め合えたこと、また同じ志を
持った仲間と一緒に頑張れた
こと、そして先生方や教務部
の方々にサポートしてもらえ
たことが大きな要因だと思う。
これからは教員という仕事に
取り組んでいくための準備を
していかないといけないので
再度気を引き締めていきたい。

取
り
組
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

厳
し
い
課
題
と
は
た
と
え
ば
、

各
自
が
毎
週
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
５
つ
も
考

え
て
来
て
発
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
に

つ
い
て
先
生
が
褒
め
る
こ
と

は
決
し
て
し
な
い
そ
う
で
す
。

学
生
ら
は
、
決
し
て
褒
め
ら

れ
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を

見
つ
け
よ
う
と
、
毎
日
考
え

続
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

中
村
先
生
は
「
よ
い
教
育

を
し
よ
う
!
」
と
い
う
熱
意

を
も
っ
て
徹
底
し
た
指
導
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の

そ
ん
な
ゼ
ミ
は
、「
鍛
え
ら
れ

て
成
長
し
た
い
」
と
求
め
る

学
生
た
ち
が
集
ま
る
、
情
報

社
会
学
部
で
も
っ
と
も
人
気

の
高
い
ゼ
ミ
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ の 他 の
活 動 報 告

　『大学教育を良くする委員会』（正式名称は全学FD委員会）委
員長の古宮昇（こみやのぼる：人間科学部教授）です。先生方
が授業を改善し向上させるための委員会です。
　全学FD委員会は2008年に発足し、新任者研修、教員相互の
授業見学、他大学の見学など、教育力向上に向けてさまざま
な活動を行っています。
　今回は、第22回の授業力向上セミナー（全学FDフォーラム）
の紹介をします。
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「Benesse

大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

０
１
４（
大
阪
会
場
）
／
株
式
会
社
ベ

ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
大
学
事
業

部
主
催
」
が
、
７
月
１２
日（
土
）午
後

１
時
か
ら
、
本
学
Ｃ
館
３１
教
室
で
開

催
さ
れ
た
。
６
月
２８
日（
土
）の
東
京

会
場（
國
學
院
大
學
・
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
）に
続
く
も
の
で
、
第
１
部
で
は
調

査
報
告
と
実
践
報
告
、
第
２
部
で
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
１

７
０
名
の
大
学
関
係
者
な
ど
が
参
加

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
学
生
が
成
長
す
る
教
学
改
革
〜

学
び
に
向
か
う
動
機
づ
け
の
工
夫
と

効
果
〜
」　

第
１
部
の
調
査
報
告
で

は
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
・

高
等
教
育
研
究
室
の
山
下
仁
司
主
席

研
究
員
が
「
主
体
的
学
び
へ
の
気
づ

き
と
や
る
気
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

平素より大阪経済大学のためにご支援を賜りまし
て、厚く御礼申し上げます。
現在、少子化の進展、志願者の獲得をめぐる大学
間競争の激化、経済状況と家計の悪化、就業環境
の変化と格差など、大学と学生を取り巻く環境は
厳しさを増しております。このような中で本学が
社会的責務を果たし、持続的に発展するためには、
教育の環境と内容を継続的に充実・改善すること
が必要であると認識し、これらを通して学生一人
ひとりの個性を伸ばし、幅広い視野と見識を持っ
た社会で活躍できる人材を育成してまいります。
そのために、①海外留学支援などのグローバル人
材の育成、②奨学金制度の充実、③施設の整備・
充実に取り組んでまいります。

これらの事業を達成するために、経費の節減、業
務の合理化、外部資金の獲得、事業収入の増加な
ど、全学一丸となって自助努力を続けております
が、厳しい財政状況の下では、なお多額の資金を
必要としており、皆様からの温かいご支援がぜひ
とも必要でございます。
今日の厳しい経済状況は十分に承知しております
が、なにとぞ募金の趣旨をご賢察くださり、格別
のご理解と力強いご支援を賜りますよう切にお願
い申し上げる次第です。皆様方の温かい心をお寄
せいただきますよう謹んでお願い申し上げます。

教育振興募金にご協力を

http://www.osaka-ue.ac.jp/information/contribution/
詳細につきましては、本学ホームページをご覧ください

　

大
経
大
講
座
・
客
員
教
授
講
演
会（
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
）が
６
月
６

日
午
後
６
時
３０
分
か
ら
８
時
ま
で
、
Ｄ
館
・

８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
講

師
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
＆
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
の
津
田
大
介
氏
で
、
講
演
テ

ー
マ
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
変
わ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」。
突
然
の
大
雨
と
い
う

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
92
名
の
市
民
や
本

学
学
生
な
ど
が
聴
講
し
た
。

　

津
田
氏
は
ま
ず
、「
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く

変
わ
る
節
目
の
時
代
に
大
学
生
活
を
送
っ

た
。
自
ら
情
報
発
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
出
現
し
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
、

現
在
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
を
語
り
、「
情
報
環
境
の
変
化
が
社
会

や
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
」
を

テ
ー
マ
に
執
筆
活
動
や
大
学
で
の
授
業
な

ど
も
行
っ
て
い
る
と
自
己
紹
介
。
そ
し
て

ソーシャルメディアの
利便性と課題とは

学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
す

工
夫
と
仕
掛
け
づ
く
り
を

大経大講座・客員教授講演会

津田大介氏

Benesse
大学シンポジウム2014

促
す
か
」
と
題
し
、
大
学
生
の
成
長

を
促
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
独
自
の
調
査
デ
ー
タ

を
も
と
に
基
本
的
な
考
え
を
披
露
。

「
大
学
は
専
門
を
学
ぶ
機
関
で
あ
る
と

同
時
に
、
青
年
期
の
発
達
を
支
援
す

る
教
育
期
間
で
あ
る
必
要
性
」
を
示

唆
し
た
。
期
待
と
不
安
を
抱
え
て
入

学
す
る
学
生
を
支
援
し
主
体
的
学
び

を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
学
ぶ
目
的

を
納
得
す
る
こ
と
、
座
学
だ
け
で
な

い
経
験
や
、
問
題
解
決
型
学
習
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　

続
く
実
践
報
告
で
は
、
ま
ず
本
学

の
田
村
俊
之
准
教
授（
経
営
学
部
）が

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
個
々
の
授
業
に
お

け
る
動
機
づ
け
の
工
夫
と
効
果
」
を

テ
ー
マ
に
、
社
会
で
役
立
つ
職
業
人

育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

の
試
み
に
つ
い
て
報
告
。
本
学
の
教

育
の
基
本
的
方
針
で
あ
る
「
つ
な
が

る
力
」「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
充
実
」「
就

職
率
の
向
上
」
な
ど
に
対
す
る
取
り

組
み
や
成
果
を
デ
ー
タ
で
提
示
。
社

会
人
基
礎
力
を
強
化
す
る
科
目
の
設

置
、
履
修
者
数
の
増
加
と
授
業
の
質

の
両
立
、
取
り
組
み
の
結
果
と
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
説

明
し
た
。
ま
た
國
學
院
大
學
法
学
部

の
茢
田
真
司
教
授
は
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
中
心
と
し
た
初
年
次
教
育
科
目

か
ら
専
門
科
目
へ
の
橋
渡
し
〜
キ
ャ

リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
践
例
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
具
体
的
な
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
。
学
生
の
反
応
な
ど

の
成
果
と
、
動
機
づ
け
を
生
か
す
た

め
の
残
さ
れ
た
課
題
な
ど
を
報
告
し

た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
報
告
を
行
っ
た
山
下
仁
司

氏
・
田
村
准
教
授
・
茢
田
真
司
教
授

の
３
名
に
、
本
学
の
黒
正
洋
史
進
路

支
援
部
長
、
ベ
ネ
ッ
セ
大
学
事
業
部

の
藤
浦
芳
江
商
品
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

２
名
が
加
わ
り
、「
学
生
が
主
体
的
学

び
に
向
か
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
・

授
業
設
計
と
評
価
・
改
善
」
の
テ
ー

マ
で
議
論
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
申
込
時

に
受
け
付
け
た
質
問
に
各
パ
ネ
リ
ス

ト
が
答
え
た
後
、「
学
生
を
中
心
に
据

え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」「
授
業

の
評
価
改
善
を
ど
う
し
て
い
く
か
」
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
や

立
場
に
お
け
る
多
様
な
知
見
を
交
換

し
た
。
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の

質
疑
応
答
で
は
、「
日
本
に
お
い
て
教

員
チ
ー
ム
が
情
報
共
有
し
研
鑽
し
あ

っ
て
い
る
大
学
の
割
合
」
や
「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
際
し
て
大
学
教
員

を
説
得
す
る
た
め
に
有
効
な
方
法
」
な

ど
、
教
育
現
場
に
お
け
る
教
員
の
苦

心
を
彷
彿
と
さ
せ
る
質
問
が
相
次
い

だ
。

山
下
仁
司
氏

パネルディスカッションの様子

茢
田
真
司
教
授

田
村
俊
之
准
教
授

社
会
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、「
か
つ
て
駅
に
あ

っ
た
伝
言
板
を
世
界
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ

イ
か
ら
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
。Twitter

やFacebook

が
出
現
し
た
２

０
０
６
〜
２
０
０
７
年
を
転
機
と
し
て
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
た
」
と
説
明
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
リ

ア
ル
タ
イ
ム
性
、
共
感
・
協
調
、
具
体
的

行
動
の
促
進
、
参
加
や
離
脱
が
容
易
な
オ

ー
プ
ン
性
、
透
明
性
に
よ
る
興
味
喚
起
」
な

ど
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と
、
ブ
ロ
グ
、
新
聞
社
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
、
動
画
、Twitter

な
ど
の
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
が
情
報
を
届
け
る
速
度
や
人

数
を
具
体
的
数
値
で
比
較
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
は
、
瞬
時
に
数
千
万
単
位
に
情

報
が
届
け
ら
れ
る
な
ど
拡
散
力
が
強
い
。

し
か
し
単
独
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
、『
う
ね

り
』
は
起
き
な
い
。
ま
ず
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
で
情
報
に
火
を
つ
け
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
と
い
う
相
乗
効

果
が
重
要
」
だ
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
企
業
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
運
用
に
つ
い
て
、「
情
報
を

オ
ー
プ
ン
に
す
る
。
業
務
と
し
て
専
任
の

担
当
者
を
決
め
る
。
個
人
の
ユ
ー
ザ
ー
と

対
話
の
姿
勢
を
出
す
。
個
人
の
顔
が
見
え

る
運
営
を
心
が
け
る
な
ど
、
人
と
つ
な
が

る
目
的
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
」
×
「
ク
ラ
ウ
ド
」
×
「
モ
バ
イ

ル
」
に
よ
る
情
報
発
信
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
市
民
に
続

い
て
本
学
の
経
営
学
部
・
経
済
学
部
の
学

生
２
名
か
ら
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
る
。
最
新
の
ア
イ

デ
ア
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
匿
名
性
や
情
報
の
真
偽
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
問
題

が
起
こ
り
う
る
か
」
な
ど
の
質
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
、
津
田
氏
は
丁
寧
に
回
答
。「
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
自
分
の
欲
し
い

情
報
し
か
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
危
険
性
も

あ
る
。
本
や
雑
誌
を
読
み
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
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を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

２１
世
紀
は
無
限
か
ら
有
限
の
時

代
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
不
安

や
閉
塞
感
が
あ
る
中
で
、
ど
う

生
き
て
ゆ
く
の
か
。
そ
れ
を
考

え
る
芽
が
皆
さ
ん
の
中
に
あ
る
。

そ
の
芽
を
育
て
花
を
咲
か
せ
て

　

第
１
部
・
表
彰
式
で
は
、
德

永
光
俊
学
長
が
「
１７
歳
頃
の
若

く
て
強
い
気
持
ち
が
作
品
に
出

て
い
る
。
最
近
の
若
者
は
内
向

き
と
言
わ
れ
る
が
、
内
向
き
で

あ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
力

文
章
を
書
い
て
心
を
満
た
す

2015年度　一般入試　
前　期 後　期

A方式（2教科）入試
■出願期間
　2015年1月5日（月）～1月19日（月）
　締切日消印有効 
■試験日
　2015年1月28日（水）・29日（木）・
　　　　　 30日（金） 
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2015年2月14日（土）

B方式入試（3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2015年1月5日（月）～1月23日（金） 
　締切日消印有効
■試験日
　2015年2月5日（木）・6日（金）
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2015年2月14日（土）
※3教科型で受験した中の高偏差値の2教科で合否判定を
行います。 
※ベスト2教科型のみの出願はできません。

C方式入試（大学入試センター試験利用）
　 （4教科型・3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2015年1月5日（月）～1月29日（木）
　締切日消印有効
■センター試験日
　2015年1月17日（土）・18日（日）
※C方式はセンター試験の結果をもとに選考し
ます。本学の個別学力検査はありません。

■合格者発表
　2015年2月14日（土）

D方式（2教科）入試
■出願期間
　2015年2月16日（月）～2月24日（火）
　締切日消印有効
■試験日
　2015年3月4日（水）
※異なる2学科の併願が可能。
■合格者発表
　2015年3月12日（木）

思
い
を
伝
え
る
こ
と
で

自
分
自
身
が
見
え
る

表

彰

式

第
１4
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

17　
歳
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
阪
経
済
大
学 

第
１４
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
１７
歳
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
式
が
、
１１
月
１５
日（
土
）午
後
１
〜
３
時
ま
で
、
Ｄ

館
１２
教
室
な
ら
び
に
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
２
万
７
千
１
７
６
通
に
及
ぶ
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ

４
作
品
、
学
生
審
査
員
賞
１
作
品
、
金
賞
９
作
品
、
銀
賞
５７
作
品
、

奨
励
賞
８０
作
品
、
学
校
特
別
賞
３０
校
が
選
ば
れ
た
。

金梨月さん

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
審
査
員
代
表
の
読
売

新
聞
大
阪
本
社
、
西
井
淳
氏（
編

集
委
員
）が
、「
文
章
は
、
書
い

て
い
る
人
の
性
格
や
暮
ら
し
ぶ

り
な
ど
が
行
間
か
ら
滲
み
出
る
。

そ
れ
を
読
み
取
り
、
書
き
手
に

思
い
を
巡
ら
せ
る
の
が
面
白
く
、

今
日
皆
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
社
会
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
今
し

か
書
け
な
い
文
章
を
書
き
続
け

て
ほ
し
い
」
と
講
評
。
そ
の
後
、

德
永
学
長
か
ら
、
表
彰
式
に
出

席
し
た
グ
ラ
ン
プ
リ
・
金
賞
・

銀
賞
受
賞
者
に
賞
状
や
目
録
な

ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

第
２
部
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
は

Ｄ
館
８
階
・
８０
周
年
記
念
ホ
ー

ル
に
移
動
し
て
行
わ
れ
、
ま
ず

佐
藤
武
司
理
事
長
が
「
皆
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら

自
身
の
１７
歳
を
振
り
返
っ
た
。

　

応
募
作
品
の
レ
ベ
ル
に
大
き

な
差
は
無
く
、
素
晴
ら
し
い
文

章
力
だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら

も
文
章
を
書
く
こ
と
に
力
を
注

い
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

全
員
で
乾
杯
し
た
。

　

そ
し
て
受
賞
者
同
士
や
同
行

の
教
諭
、
保
護
者
な
ど
が
和
や

か
に
歓
談
す
る
な
か
、「
尊
敬
す

る
お
母
さ
ん
」
の
テ
ー
マ
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
深
町
真

未
さ
ん（
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学

園
高
等
学
校
）は
、「
今
回
の
経

験
は
大
学
受
験
の
小
論
文
な
ど

で
役
立
つ
と
思
う
。
将
来
は
看

護
職
に
就
き
、
患
者
さ
ん
が
笑

顔
に
な
れ
る
よ
う
な
看
護
職
を

め
ざ
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
「
私
の
カ
バ
ン
」
の
テ
ー
マ

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
金

梨
月
さ
ん（
神
戸
朝
鮮
高
級
学

校
）は
、「
ど
ん
な
志
を
持
ち
生

き
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の

か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
た
ち
は
難
し
い
状
況
の
中
で

生
き
て
い
る
が
、
希
望
を
持
ち
、

楽
し
く
自
由
に
生
き
て
い
け
る

未
来
を
め
ざ
し
た
い
」
と
、
受

賞
の
喜
び
や
作
品
に
込
め
た
思

い
、
将
来
の
夢
な
ど
を
語
っ
た
。

最
後
に
、
本
学
経
済
学
部
・
近

藤
直
美
教
授
が
「
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
文
章
を
読
む
こ
と
は
、

大
人
の
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常

に
大
切
。
自
分
の
中
に
あ
っ
た

本
音
が
声
に
な
っ
て
出
て
く
る

こ
と
で
人
に
感
動
を
届
け
ら
れ

る
。
今
回
の
作
品
が
、
将
来
、

自
分
の
人
生
や
内
面
を
見
つ
め

直
す
機
会
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
パ
ー
テ
ィ
は

閉
会
と
な
っ
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
德
永
光
俊
学
長

賞状を持って記念撮影をするグランプリの２人と德永学長

深町真未さん

挨拶する佐藤理事長


